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類数（図2 a）は，4月，7月，10月の調査ではSt.Aよ

りもSt.Bで多かったが，1月の調査ではSt.Aが若干多

かった。St.Aでは7月が最も少なく0.12m2あたり3種

類で，その後増加する傾向が見られた。St.Bでは4月が

0.12m2あたり36種類で最も多く，7月，10月および1

月の調査ではほぼ同程度の値を示した。個体数（図2

b）は，種類数と同様，4月，7月，10月の調査では

St.AよりもSt.Bで多かったが，1月の調査ではSt.Aで

多かった。St.Aでは，7月の調査で最低値の58.3個体

/m2を示した後，徐々に増加し，1月の調査では

1,258.3個体/m2を示した。St.Bでは4月から10月に

かけて個体数が徐々に減少する傾向がみられ，10月の

調査で最低値の441.7個体/m2を示した。底生生物の綱

別組成をみると，St.A（図2 d）では4月から10月に

シズクガイ（ 枚貝綱）あるいはヨツバネスピオA型

（多毛綱）といった汚濁指標種が優占種となった。1月

には甲殻綱のテナガワレカラが優占種となり，ヨツバネ

スピオA型は33個体，シズクガイは74個体確認され

たが，全個体数に占める割合は低かった。St.B（図2

e）では，全調査日を通して多毛綱が優占した。汚濁指

標種であるシズクガイは全調査日を通して確認され，ヨ

ツバネスピオA型は，St.Bでは確認されなかった。次

に，St.AとSt.Bの各調査日における底生生物の種類数

と個体数を基に，種多様度指数としてShannon

Weaver関数H’（bit）を求めた（図2 f）。H’の値は，

St.Aで4月に3.2，7月に1.1，10月に2.6，1月に3.8

を示した。一方，St.Bでは4月から1月にかけて2.8～

4.5の範囲で推移し，大きな変動はみられなかった。酸

素量（図2 g）は両測点で2.3～9.5mg/Lの範囲で推

移した。また，AVS（図2 h）は，St.Aで4月に1.6

mg/g・dry，7月に1.3mg/g・dry，10月に1.8

mg/g・dry，1月に0.8 mg/g・dryを示した。一方，

St.Bでは0.0～0.2mg/g・dryの範囲で推移し，変動

はみられなかった。TC（図2 i），TOC（図2 j），TN

（図2 k）は，両測点で大きな季節変動はみられなかっ

た。
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表１-１ 夏期全湾調査結果（平成17年8月5日） 表１-２ 夏期全湾調査結果（平成17年8月5日）
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表２-１ 冬期全湾調査結果（平成17年12月6日） 表２-２ 冬期全湾調査結果（平成17年12月6日）

表３ 底質調査結果（平成17年8月9日）



－56－

図２ St.A（立神）とSt.B（タコノボリ）における底生生物の種類数（ａ），個体数（ｂ），湿重量（ｃ），多様度指数H'

（ｆ），Ｂ 1m層の酸素量（ｇ），AVS(ｈ），TC（ｉ），TOC（ｊ），TN（ｋ）およびSt.Aの底生生物組成（ｄ），

St.Bの底生生物組成（ｅ）の変化


